
vol.

安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

2 0 1 3

立
体
緑
園
都
市
の
新
た
な
可
能
性

特
集
◉
交
通
と
都
市
の
未
来
形

立
体
緑
園
都
市
の
新
た
な
可
能
性

presenters

松
田
達
氏

 
＋ 

和
田
吉
史
氏

advisers
添
川
光
雄
氏

 
＋ 
藤
原
匠
氏



2013年8月31日発行　　発行　東芝エレベータ株式会社　広報室
〒141-0001 東京都品川区北品川6-5 -27　電話　（03）5423-3332
URL http://www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト＋有限会社ベル・プロダクション　デザイン 手塚みゆき
印刷会社 メディアグラフィックス

東京都心部にそびえ立つ、スパイラル
状の緑のチューブが巻き付いたような
超高層建築─表紙には、私たちの目に
したことがない情景が描かれています。
今回の特集は、本誌33号で取り上げた
立体緑園都市の新たな可能性を探って
みました。そのなかには、欧米的な合理
性を超え、アジアらしい空間を構築する
ことも含まれています。特集を読みな
がら、頭のなかで、この新しい都市の
散歩を楽しんでみてください。

 特集●交通と都市の未来形

 東京シームレスシティ
 立体緑園都市の
 新たな可能性

 連載●私の忘れられない本・映画
 浅野 和之さん（俳優）

 連載●おもちゃの乗り物博物史（最終回）
 はしご車の上の勇敢な消防士
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE DESIGN』Vol.35
に対するご感想をお聞かせください。抽選で10名様に「特選品」
をお送りします。今号の特選品は、東京の戦後の発展史を体
感できる、3層構造の立体パズル「4D CITY SCAPE TIME 
PUZZLE 東京」です。このパズルは、第1層が1958年の東
京の地図、第2層が現代の東京の地図になっており、その上に
91個の建物模型を立てていきます。ジオラマをつくる感覚で
楽しめるパズルです。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2013年11月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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特集◉交通と都市の未来形

　

本
誌
33
号
の
対
談
「
都
市
の
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
を

覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
？　

森
ビ
ル
・
建
築
担
当
部
長
の
添
川

光
雄
氏
と
気
鋭
の
建
築
家
・
松
田
達
氏
が
、
立
体
緑
園
都
市
と

縦
方
向
の
移
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
対
談
企
画
で

あ
る
。

　

33
号
で
予
告
し
た
よ
う
に
、
今
回
は
対
談
の
結
果
を
受
け
て
、

立
体
緑
園
都
市
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
。
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
は
、
ま
ず
建
築
家
の
松
田
達
氏
と
和
田
吉
史
氏
を
中

心
と
す
る
チ
ー
ム（
以
下
、松
田
チ
ー
ム
）が
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
提
示

し
、
同
社
の
添
川
光
雄
氏
、
藤
原
匠
氏（
以
下
、
森
ビ
ル
チ
ー
ム
）と

議
論
を
重
ね
た
う
え
で
、
可
能
性

の
ひ
と
つ
と
な
る
進
化
形
を
提

示
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。立
体

緑
園
都
市
に
は
ど
ん
な
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
じ
っ
く

り
と
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤原 匠氏

森ビル株式会社
設計統括部
第2設計部
設計企画グループ※

添川 光雄氏

森ビル株式会社
設計統括部
第2設計部
担当部長※

※所属、役職は、座談会を実施した当時のもの

▲本誌33号
（対談記事は、http://www.toshiba-elevator.co.jp/elv/
newsnavi/volumes/44/news/index.htmlで閲覧できる）

本誌33号



立
体
緑
園
都
市
へ
の
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
を
考
え
る
う
え
で
、

重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
ガ
レ
ー
ジ
レ
ジ
デ
ン
ス
」で
あ
る
。

松
田
チ
ー
ム
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
交
通
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

水
平
交
通
と
垂
直
交
通
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
融
合
を
試
み
た
。

シ
ー
ム
レ
ス
な
交
通
が
、

超
高
層
建
築
を
都
市
に
接
続
す
る

　

19
世
紀
後
半
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
発
明
は
、
建
築
の
高
層
化
を
加

速
し
た
。
ま
た
、
都
心
の
超
高
層

化
を
予
告
し
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
の
「
３
０
０
万
人
の
現
代
都
市
」

の
中
心
部
は
、
自
動
車
、
鉄
道
、

地
下
鉄
な
ど
複
数
の
交
通
の
結
節

点
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
超
高
層

建
築
は
、
水
平
交
通
を
垂
直
交
通

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
る
。

　

20
世
紀
の
都
市
と
建
築
が
、
水

平
交
通
と
垂
直
交
通
を
分
離
し
て

い
た
の
に
対
し
、
21
世
紀
の
超
高

層
建
築
は
、
水
平
交
通
と
垂
直
交

通
を
融
合
す
る
。
さ
ら
に
、
ス
パ

イ
ラ
ル
状
の
交
通
が
、
そ
れ
ら
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
結
び
つ
け
る
。

緑
の
立
体
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

吹
き
抜
け
や
ス
パ
イ
ラ
ル
動
線

を
介
し
て
、
豊
か
な
緑
が
建
築
内

融合モデル
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垂直交通 分離モデル（水平+垂直）水平交通
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シティ

　
都
市
に
お
け
る
交
通
は
水
平
交
通
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
建
築
に
お
け
る
交
通
は
垂
直
交
通
が
基
本
と

な
る
。
超
高
層
建
築
で
は
、
も
ち
ろ
ん
垂
直
交
通
が
き

わ
め
て
重
要
と
な
る
。
従
来
、
水
平
交
通
と
垂
直
交
通

は
連
続
的
な
関
係
で
は
な
く
、
分
離
さ
れ
て
き
た
。
都

市
か
ら
建
物
に
入
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
水
平
交
通
と
垂

直
交
通
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
続
す
る
。
カ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
自
動
車
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
融
合
し
、
ス
パ
イ

ラ
ル
交
通
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
水
平
交
通
と
垂
直

交
通
を
接
続
さ
せ
る
。

シ
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外部の緑が超高層建築内部へと連続的に接続していく。
外部には大きな公共空間が生まれ、あらゆる人に開放される。
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パ
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そ
れ
ら
を

シ
ー
ム
レ
ス
に
結
び
つ
け
る
。

緑
の
立
体
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

吹
き
抜
け
や
ス
パ
イ
ラ
ル
動
線

を
介
し
て
、
豊
か
な
緑
が
建
築
内

に
立
体
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成

す
る
。
内
部
の
廊
下
や
階
段
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、
外
部
に

面
す
る
緑
の
な
か
を
歩
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
建
築
内
を
自
由
に
移
動

で
き
る
。
テ
ラ
ス
に
は
、
陽
光
の

も
と
人
々
が
集
い
、
楽
し
み
、
憩
う
。

こ
の
緑
と
光
の
空
間
も
、
外
部
の

都
市
空
間
に
連
続
す
る
。
シ
ー
ム

レ
ス
シ
テ
ィ
は
、
交
通
だ
け
で
は

な
く
、
自
然
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
お

い
て
も
、
都
市
と
建
築
を
シ
ー
ム

レ
ス
に
つ
な
い
で
い
く
。

戸
建
感
覚
を
も
た
ら
す

多
孔
質
状
の
建
築
空
間

　

各
階
が
平
面
的
に
凸で
こ
ぼ
こ凹
し
た
形

状
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
多
孔
質

状
の
建
築
空
間
が
生
み
出
さ
れ
る
。

大
き
な
吹
き
抜
け
に
は
、
樹
木
が

育
つ
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
が
設
け
ら

れ
、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
も

風
景
の
変
化
の
様
子
が
見
え
る
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
タ
イ
プ
や
ス
タ
ジ
オ

タ
イ
プ
な
ど
多
様
な
住
戸
タ
イ
プ

が
用
意
さ
れ
、
共
用
の
オ
フ
ィ
ス

は
通
勤
の
な
い
新
し
い
働
き
方
を

提
案
す
る
。
ガ
レ
ー
ジ
、
テ
ラ
ス
、

緑
の
空
間
に
よ
っ
て
、
高
層
階
に

も
戸
建
感
覚
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
に
向
け
て

　

ガ
レ
ー
ジ
レ
ジ
デ
ン
ス
を
持
っ

た
立
体
緑
園
都
市
は
、
様
々
な
可

能
性
を
喚
起
す
る
。
シ
ー
ム
レ
ス

シ
テ
ィ
は
、
そ
の
可
能
性
の
ひ
と

つ
と
し
て
今
回
提
案
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
都
市
と
建

築
は
物
理
的
に
も
概
念
的
に
も
分

離
し
て
き
た
。
し
か
し
、
21
世
紀

に
は
、
そ
れ
ら
は
融
合
し
、
シ
ー

ム
レ
ス
な
関
係
を
持
つ
べ
き
と
考

え
る
。
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
は
さ

ら
に
、
人
と
車
、
住
宅
と
オ
フ
ィ
ス
、

自
然
と
人
工
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま

で
分
離
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
新

し
い
関
係
で
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

融合モデル

＋ =

垂直交通 分離モデル（水平+垂直）水平交通

都市 超高層 シームレス
シティ

　
都
市
に
お
け
る
交
通
は
水
平
交
通
が
基
本
と
な
る
の

に
対
し
、
建
築
に
お
け
る
交
通
は
垂
直
交
通
が
基
本
と

な
る
。
超
高
層
建
築
で
は
、
も
ち
ろ
ん
垂
直
交
通
が
き

わ
め
て
重
要
と
な
る
。
従
来
、
水
平
交
通
と
垂
直
交
通

は
連
続
的
な
関
係
で
は
な
く
、
分
離
さ
れ
て
き
た
。
都

市
か
ら
建
物
に
入
る
際
に
は
、
ど
う
し
て
も
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
水
平
交
通
と
垂

直
交
通
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
続
す
る
。
カ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
自
動
車
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
融
合
し
、
ス
パ
イ

ラ
ル
交
通
が
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
水
平
交
通
と
垂
直

交
通
を
接
続
さ
せ
る
。

シ

ー

ム

レ

ス

シ

テ

ィ

の

考

え

方

垂直交通（建築）

スパイラル交通

水平交通（都市）

◉プロトタイプ
提示

1st stage
Presentation

Presenters
松田 達
和田 吉史
田邊 曜

1～5階は商業施設、6～26階はオフィス、27階以上は住居
となっている。地下は商業施設およびオフィス用駐車場。
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超
高
層
と
モ
ビ
リ
テ
ィ

添
川　

松
田
先
生
が
提
示
さ
れ
た

モ
デ
ル
は
ひ
と
つ
の
完
成
形
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
ど
う
や

っ
て
都
市
に
展
開
し
て
い
く
か
が

進
化
形
を
つ
く
る
う
え
で
重
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

藤
原
　
非
常
に
面
白
い
プ
ラ
ン
で

す
が
、
気
に
な
る
の
は
各
戸
で
自

動
車
を
外
に
置
く
の
か
、
中
に
置

く
の
か
と
い
っ
た
住
戸
と
自
動
車

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
で
す
。
ま

た
、
自
動
車
同
士
が
相
互
に
つ
な

が
る
仕
掛
け
を
入
れ
る
と
、
シ
ー
ム

レ
ス
シ
テ
ィ
に
住
む
価
値
が
高
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
田　

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
建
物
に
ど

う
組
み
込
む
か
は
非
常
に
重
要
で

す
。
超
高
層
建
築
と
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
接
点
と
し
て
特
に
注
目
し
て
い

る
の
は
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

登
場
で
す
。
今
回
、「
都
市
・
住
宅
」

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」「
ス
マ
ー
ト
性
」

と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
に
従
っ
て

最
近
の
関
連
事
象
を
並
べ
て
み
ま

し
た
。
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
は
、

そ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
い
く
つ
か

に
分
類
で
き
ま
す
。
実
際
、
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
の
ｃ
ｏ
ｍ
ｓ
や
ｉ-

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
、
ｉ
Ｑ
、
ホ
ン
ダ
の
マ

イ
ク
ロ
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
１

〜
２
人
乗
り
の
超
小
型
Ｅ
Ｖ
の
開

発
や
実
証
実
験
が
複
数
進
ん
で
い

て
、
今
後
、
都
市
と
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
関
係
性
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
一
種
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
え
、

都
市
と
建
築
を
つ
な
ぐ
大
き
な
鍵

の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

歩
車
融
合
の
空
間

和
田
　
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
わ
れ
る
、
歩
行
に
近
い
道
具

が
登
場
し
て
い
る
点
に
も
注
目
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

で
は
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
と
い
う
電
動

立
ち
乗
り
二
輪
車
が
開
発
さ
れ
ま

し
た
し
、
日
本
に
も
、
ホ
ン
ダ
の

Ｕ
Ｎ
Ｉ-

Ｃ
Ｕ
Ｂ
、Ｕ
３-

Ｘ
、モ
ン

パ
ル
、
ト
ヨ
タ
の
ウ
ィ
ン
グ
レ
ッ
ト
、

ｉ-

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

藤
原
　
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ

っ
て
も
、
部
屋
の
な
か
や
玄
関
に

持
っ
て
入
る
か
ど
う
か
は
別
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
普

通
の
自
転
車
は
持
ち
込
ま
な
い
の

に
対
し
て
、
愛
着
の
あ
る
高
級
自

転
車
は
部
屋
の
な
か
で
見
て
い
た

い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
田　

日
本
は
特
に
上
足
、

下
足
が
分
か
れ
る
社
会
な

の
で
、
住
宅
と
外
部
の

境
界
線
は
大
事
で
す
。

い
ず
れ
住
宅
の
内
と
外

を
ま
た
ぐ
よ
う
な
新
し

い
乗
り
物
も
出
て
く
るPresenters松田チーム

▲松田 達 ▲和田 吉史

◉座談会

2nd stage
Discussion

＊ ICT ：情報通信技術
　EV ：電気自動車
　PRT ：個人用高速輸送システム

超小型モビリティの位置づけ
社会インフラ

・交通分野の ICT化
・Smart EV Infrastructure & Business Europe 2012

スマートグリッド
・JETRO「欧州主要国のスマート・
　グリッドへの取り組み」

・スマートグリッドとEVとの関係性の考察
・三菱グループ：スマートグリッド実証実験装置
　「M- tech Labo」

・トヨタ：スマートモビリティロードマップ
・交通政策協議会提言
　「スマートモビリティ社会の実現」
・日産：持続可能なモビリティ社会
・スマートグリッドとEV ・トヨタグループ：coms（コムス）、

　i -ROAD、iQ
・ホンダ：マイクロコミューター
・超小型モビリティのユーザー層の考察

超小型 EV

スマートコミュニティ
・IBM：「スマートなモビリティ社会を目指して
　─IBM の交通社会問題への取り組み─」
・トヨタのスマートモビリティ（『Car Watch』記事）
・新潟大学：EVスマートコミュニティ（論文）
・三菱自動車：MiEV HOUSE

エコモビリティ
・エコモビリティと都市についてのディスカッション

パーソナルモビリティ
・セグウェイ
・ホンダ：UNI-CUB（ユニカブ）、
　U3-X、モンパル
・トヨタ：ウィングレット、i-REAL

・東芝：スマートコミュニティ
　（EMSへの取り組み）
・さいたま市：次世代自動車・
　スマートエネルギー特区

EV（5人～）
・マツダ：デミオ EV
・日産：リーフ

小型EV（3～4人）
・日本経済新聞：ヨーロッパ
　の超小型EV紹介
・三菱自動車：i -MiEV

比較 
・電気自動車の比較
・メリット・デメリット

カーリフト
・IHI運搬機械：エレベータパーキング、
　カーリフトトラバーサー

他のモビリティ

スマートコミュニティ

PRT
・PRT：ヒースロー空港ターミナル5

ホーム & モビリティ
・BMW：EV と
　ホームとモビリティ観光

・日本経済新聞：横浜市超小型 EV を観光に利用
・運賃が世界一安いタクシー（日産リーフ）の乗場が
　ロンドンに誕生

スマートシティ

EV

都市・住宅

スマート性

モビリティ
エレベーター
・東芝エレベータ：
　ダブルデッキエレベーター

超小型 EV
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
20
世
紀
は
歩

車
分
離
の
思
想
が
支
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
21
世
紀
は
歩
車
融
合
の

思
想
が
優
勢
に
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
超
小
型
モ
ビ
リ
テ

ィ
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、

人
と
共
存
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

散
歩
が
で
き
る
空
間

松
田　

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
建
物
に
組

み
込
み
、
交
通
の
シ
ー
ム
レ
ス
化

を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
や
車
の

動
線
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
建
築

家
で
数
学
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
（
注
１
）
は
、「
都

市
は
ツ
リ
ー
で
は
な
い
」
と
い
う

論
文
に
お
い
て
、
都
市
が
単
純
な

ツ
リ
ー
構
造
で
は
な
く
、
よ
り
複

雑
な
セ
ミ
ラ
テ
ィ
ス
構
造
だ
と
述

べ
ま
し
た
。
ツ
リ
ー
型
の
よ
う
に

集
合
関
係
が
単
純
に
階
層
化
さ
れ

ず
、
要
素
が
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
よ
う
な
関
係
を
セ
ミ
ラ
テ

ィ
ス
構
造
と
い
う
。
複
数
の
点
を

結
ぶ
経
路
の
関
係
に
置
き
換
え
れ

ば
、
あ
る
点
か
ら
あ
る
点
へ
の
経

路
が
一
意
に
定
め
ら
れ
れ
ば
ツ
リ

ー
型
で
、
複
数
の
経
路
が
あ
れ
ば

セ
ミ
ラ
テ
ィ
ス
型
と
い
え
る
。
ス

キ
ー
場
で
、
好
き
な
ル
ー
ト
を
た

ど
っ
て
下
ま
で
降
り
る
楽
し
み
が

生
ま
れ
る
の
も
、
い
わ
ば
セ
ミ
ラ

テ
ィ
ス
構
造
で
あ
る
か
ら
で
、
冗

長
性
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
も

う
少
し
建
築
に
近
づ
け
て
い
え
ば
、

18
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
ピ

ラ
ネ
ー
ジ
（
注
２
）
が
、
過
去
の
ロ

ー
マ
建
築
の
要
素
を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
描
い
た
複
雑
な
立
体
空
間

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ラ

テ
ィ
ス
構
造
や
冗
長
性
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
シ

ス
テ
ム
を
持
つ
動
線
を
、
建
築
に

取
り
入
れ
る
可
能
性
を
考
え
て
い

ま
す
。

添
川　

例
え
ば
80
階
建
て
の
建
物

で
も
、
移
動
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
ル
ー
ト
で
散
歩
で
き
た
ら

面
白
い
。
坂
道
を
何
気
な
く
登
っ

た
り
、
緑
の
あ
る
ゾ
ー
ン
か
ら
別

の
ゾ
ー
ン
に
散
歩
し
て
い
た
ら
目

的
地
に
た
ど
り
着
い
た
り
す
る
と

楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
活
動
へ
の
参
加

和
田
　
住
ん
で
い
る
人
が
都
市
を

つ
く
れ
る
可
変
性
も
、
都
市
の
魅

力
と
し
て
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
フ

ラ
ン
ス
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

ソ
フ
ィ
ア
ア
ン
チ
ポ
リ
ス
は
計
画

的
に
つ
く
ら
れ
た
都
市
で
は
な
く
、

大
学
の
周
り
に
自
然
と
研
究
所
が

集
ま
り
、
研
究
者
同
士
の
交
流
用

の
飲
食
店
も
で
き
ま
し
た
。

松
田　

秋
葉
原
も
５
年
、
10
年
単

位
で
か
な
り
急
速
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
昔
は
電
気
街
で
し
た
が
、

今
は
自
ら
ア
イ
ド
ル
に
会
い
に
い

け
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
街

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
可
能
性
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
重
要
な

概
念
で
す
。
例
え
ば
、
御
茶
ノ
水
に

で
き
た
「
ワ
テ
ラ
ス
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
ハ
ウ
ス
」
は
、
学
生
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ポ
イ

ン
ト
が
得
ら
れ
、
家
賃
が
安
く
な

り
ま
す
。

藤
原　

住
ん
で
い
る
人
の
思
い
が

あ
る
と
、
街
は
自
然
と
変
わ
っ
て

い
く
。
街
を
つ
く
る
う
え
で
、
ソ

フ
ト
の
部
分
で
も
周
辺
の
街
と
シ

ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
葉
原
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
感
や

ピ
ラ
ネ
ー
ジ
の
空
間
の
よ
う
に
、

六
本
木
ヒ
ル
ズ
も
迷
路
み
た
い
で

わ
か
り
づ
ら
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

歩
い
て
い
く
と
イ
ベ
ン
ト
や
別
の

風
景
に
出
く
わ
す
意
外
性
が
、
街

歩
き
の
面
白
さ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

防
災
と
緑
化

添
川　

当
社
は
都
市
づ
く
り
の
理

念
と
し
て
災
害
時
に
「
逃
げ
込
め

る
街
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
避
難
も

積
極
的
に
検
討
し
て
お
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
避
難
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
社
が
建
設
し
た
上
海

環
球
金
融
中
心
で
は
す
で
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
利
用
避
難
を
取
り
入
れ
、

12
フ
ロ
ア
ご
と
に
中
間
避
難
階
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

松
田　

建
物
と
一
体
の
内
部
空
間

を
立
体
的
な
緑
地
と
し
て
開
放
す

れ
ば
、
災
害
時
に
は
、
そ
の
空
間

を
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
利

用
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
時
避
難
場
所
と
し
て
機
能

す
れ
ば
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

複雑にルートが絡み合い、立体的な迷宮が構成されているピラネージの版画
（ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ：『牢獄』第2版 XIV「ゴシック式アーチ」）
図版提供：国立西洋美術館

スキー場では、複数の経路のなかから好きなルートを選
択して、麓まで滑り降りることができる。こうした冗長性
が、ルートを選択する楽しみを提供している。
図版提供：タングラム斑尾東急リゾート
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の
完
成
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に
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っ
て
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ま
す
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こ
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を
ど
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て
都
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開
し
て
い
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が

進
化
形
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う
え
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だ

と
思
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ま
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藤
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非
常
に
面
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で
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が
、
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に
な
る
の
は
各
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で
自

動
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を
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の
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中
に
置
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に
対
し
て
、
愛
着
の
あ
る
高
級
自

転
車
は
部
屋
の
な
か
で
見
て
い
た

い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
田　

日
本
は
特
に
上
足
、

下
足
が
分
か
れ
る
社
会
な

の
で
、
住
宅
と
外
部
の

境
界
線
は
大
事
で
す
。

い
ず
れ
住
宅
の
内
と
外

を
ま
た
ぐ
よ
う
な
新
し

い
乗
り
物
も
出
て
く
る

電気街として賑わった秋葉原は現在、アイドル
に直接会いに出かけられるような、参加型の街
へと変貌し続けている。

４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
示
し
た
モ
デ
ル
は
、
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
形
に
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
り
、

現
実
の
都
市
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
時
に
は
、

さ
ら
な
る
ア
イ
デ
ア
の
展
開
が
必
要
と
さ
れ
る
。

松
田
チ
ー
ム
は
、
東
京
都
心
部
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

数
多
く
手
が
け
て
き
た
森
ビ
ル
チ
ー
ム
と
議
論
す
る
こ
と
で
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
方
向
性
を
探
っ
た
。

Presenters松田チーム
▲松田 達 ▲和田 吉史

◉座談会

2nd stage
Discussion

Advisers森ビルチーム

＊ ICT ：情報通信技術
　EV ：電気自動車
　PRT ：個人用高速輸送システム

超小型モビリティの位置づけ
社会インフラ

・交通分野の ICT化
・Smart EV Infrastructure & Business Europe 2012

スマートグリッド
・JETRO「欧州主要国のスマート・
　グリッドへの取り組み」

・スマートグリッドとEVとの関係性の考察
・三菱グループ：スマートグリッド実証実験装置
　「M- tech Labo」

・トヨタ：スマートモビリティロードマップ
・交通政策協議会提言
　「スマートモビリティ社会の実現」
・日産：持続可能なモビリティ社会
・スマートグリッドとEV ・トヨタグループ：coms（コムス）、

　i -ROAD、iQ
・ホンダ：マイクロコミューター
・超小型モビリティのユーザー層の考察

超小型 EV

スマートコミュニティ
・IBM：「スマートなモビリティ社会を目指して
　─IBM の交通社会問題への取り組み─」
・トヨタのスマートモビリティ（『Car Watch』記事）
・新潟大学：EVスマートコミュニティ（論文）
・三菱自動車：MiEV HOUSE

エコモビリティ
・エコモビリティと都市についてのディスカッション

パーソナルモビリティ
・セグウェイ
・ホンダ：UNI-CUB（ユニカブ）、
　U3-X、モンパル
・トヨタ：ウィングレット、i-REAL

・東芝：スマートコミュニティ
　（EMSへの取り組み）
・さいたま市：次世代自動車・
　スマートエネルギー特区

EV（5人～）
・マツダ：デミオ EV
・日産：リーフ

小型EV（3～4人）
・日本経済新聞：ヨーロッパ
　の超小型EV紹介
・三菱自動車：i -MiEV

比較 
・電気自動車の比較
・メリット・デメリット

カーリフト
・IHI運搬機械：エレベータパーキング、
　カーリフトトラバーサー

他のモビリティ

スマートコミュニティ

PRT
・PRT：ヒースロー空港ターミナル5

ホーム & モビリティ
・BMW：EV と
　ホームとモビリティ観光

・日本経済新聞：横浜市超小型 EV を観光に利用
・運賃が世界一安いタクシー（日産リーフ）の乗場が
　ロンドンに誕生

スマートシティ

EV

都市・住宅

スマート性

モビリティ
エレベーター
・東芝エレベータ：
　ダブルデッキエレベーター

超小型 EV

▲添川 光雄▲藤原 匠

注1：クリストファー ･アレグザンダー（1936年～）
オーストリア出身の都市計画家･建築家。1965年に発表した論文「都市はツリーではない」
は、多くの建築家に影響を与えた。

注2：ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ（1720～1778年）
18世紀のイタリアの画家、建築家。考古学にも造詣が深く、都市景観や古代遺跡の版画を
多数残した。代表作に版画連作『牢獄』がある。



立
体
緑
道
に
よ
る

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
を
最

も
特
徴
づ
け
る
の
は
、
建
物
の
外

周
部
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
あ
た
か

も
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
に
、
ス
パ
イ
ラ

ル
状
の
緑
の
チ
ュ
ー
ブ
が
建
物
に

巻
き
付
い
て
い
る
。
正
確
に
は
、

互
い
に
逆
向
き
の
２
つ
の
二
重
ら

せ
ん
状
の
緑
が
幾
重
に
も
交
差
す

る
こ
と
で
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
づ
く
っ
て
お
り
、
つ
ま
り

は
４
本
の
斜
め
の
ラ
イ
ン
が
立
体

的
に
交
差
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
複
数
の
立
体
緑
道
に
よ
っ
て
、

人
々
は
様
々
な
経
路
を
選
択
し
な

が
ら
自
由
に
移
動
で
き
る
。 

多
様
な
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン

　

立
体
緑
道
が
交
わ
っ
た
部
分
は

比
較
的
天
井
高
の
高
い
吹
き
抜
け

空
間
に
な
っ
て
お
り
、
ス
カ
イ

ガ
ー
デ
ン
と
し
て
人
々
が
集
い
、

交
流
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
テ
ー
マ
を

持
っ
て
お
り
、
立
体
的
な
迷
路
状

の
緑
地
空
間
を
ゆ
っ
く
り
散
策
す

る
楽
し
み
を
提
供
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
56
階
に
住
む
あ
る
主
婦
は

そ
の
日
の
気
分
に
応
じ
て
昼
下
が

り
に
複
数
の
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
を

訪
れ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
建
物
を

一
周
す
る
。
34
階
に
住
む
あ
る
会

社
経
営
者
の
男
性
は
、
健
康
増
進

の
た
め
、
早
朝
に
70
階
ま
で
緑
道

を
登
り
、
ス
カ
イ
ガ
ー
デ
ン
を
目

印
に
し
な
が
ら
自
宅
ま
で
下
り
て

く
る
と
い
う
往
復
を
日
課
に
し
て

い
る
。

ス
パ
イ
ラ
ル
状
の
超
小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
用
ス
ロ
ー
プ

　

緑
道
の
内
側
に
は
、
超
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
が
通
る
ス
ロ
ー
プ
が
ス

パ
イ
ラ
ル
状
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

地
上
か
ら
最
上
階
ま
で
登
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
５
層
に
１
層
あ

る
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
用
フ
ロ
ア

に
接
続
す
る
。
そ
の
フ
ロ
ア
に
は
、

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
人
が
共
用

で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
着
床
し
、

ま
た
住
民
が
シ
ェ
ア
す
る
超
小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
用
カ
ー
ポ
ー
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ス
ロ
ー
プ
は
１

周
す
る
と
５
層
上
が
り
、
緩
や
か

な
勾
配
を
保
ち
つ
つ
、
こ
の
建
物

に
、
５
層
が
周
期
と
な
る
リ
ズ
ム

を
与
え
て
い
る
。

立体的に交差した 4 つの帯が、
建物の外周部に張り巡らされる。
楕円や矩形といった様々な平面
形状でも、迷路状の空間を構成
することができる。

松田 達
和田 吉史
増田 忠史
梅岡 恒治

◉進化形提示

Presentation

Presenters

Final
stage

座
談
会
で
提
起
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
受
け
て
、
松
田
チ
ー
ム
は
、

超
高
層
建
築
が
、
東
京
都
心
部
に
立
地
す
る
も
の
と
仮
定
し
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
試
み
た
。

そ
の
進
化
形
は
「
東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

ス
パ
イ
ラ
ル
状
立
体
緑
道
、５
層
バ
ン
ド
基
準
階
、立
体
ラ
ド
バ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

複
数
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
緊
密
に
連
携
し
て
お
り
、

シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
の
可
能
性
を
未
来
に
示
し
て
い
る
。

立体緑道が交わる部分には、人々が集い、交流することが
できるスカイガーデンがつくられている。それぞれテーマ
性を持ったスカイガーデンが、散策時の楽しみを提供する。

中層部イメージパース。建物を立体的に取り巻く緑道と、散策する人々。
緑道の内側には、超小型モビリティが通るスロープがスパイラル状に配置されている。

外周部を巡る、立体的な迷路状の緑道。
人々は経路を自由に選択して緑を散策
することができる。

さらに、それらが
緑道のスロープで
つながっていると面
白いと思いますよ。

緑地空間にはそれ
ぞれテーマがある
といいですね。
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緑地空間にはそれ
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人
と
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
共
存
し
、

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続
す
る
立
体
都
市
。

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

ラウンジ

車路
(自動車用 )

車路
( 自動車用 ) 住戸

住戸

住戸

住戸
住戸

住戸
住戸

住戸

車路
(超小型
EV用 )

車路
( 超小型
EV用 )

シャトルエレベーター用フロア

カーエレベーター用フロア

パブリックフロア

超小型モビリティ用フロア

 グリーンフロア

5層単位による基準階（断面ダイアグラム）

超小型モビリティ用エレベーター
シャトルエレベーター
乗用エレベーター
カーエレベーター

５
層
単
位
の
基
準
階

　

近
代
建
築
の
巨
匠
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
（
注
３
）
の
弟
子
で
あ
る
前
川

國
男
（
注
４
）
は
、
師
が
手
が
け
た

ユ
ニ
テ
・
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン（
１
９
５
２

年
）
と
同
様
、
３
層
を
単
位
と
す

る
集
合
住
宅
を
、晴
海
高
層
ア
パ
ー

ト
（
１
９
５
８
年
）
で
実
現
し
た
。

前
者
が
中
廊
下
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
は
片
廊
下
で
あ
り
、
そ
の
廊

下
を
幅
広
に
し
て
住
民
同
士
の
交

流
を
促
進
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
の
内

部
構
成
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
、

５
層
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
１
つ
の

基
準
階
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

シ
ャ
ト
ル
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
フ
ロ

ア
、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
フ
ロ

ア
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ロ
ア
、
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
用
フ
ロ
ア
、グ
リ
ー

ン
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
複
数

の
タ
イ
プ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
基

本
的
な
動
線
の
分
離
を
５
層
単
位

で
実
現
す
る
。

中
高
層
部
に
お
い
て
も

感
じ
ら
れ
る
戸
建
感

　

建
物
の
コ
ア
部
分
に
は
、
一
般

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
シ
ャ
ト
ル
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
人
も
同
時
に
乗

降
可
能
）、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
が
ま
と

め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る

階
に
着
床
す
る
。
最
外
周
部
は
立

「子供が住みやすい」
「歳をとったらこんな街
に住みたい」と思える
ポイントもほしいです。

我々が住みたいと思
うポイントがどこか
にほしいですね。
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5層単位による基準階（平面ダイアグラム）

体
緑
道
や
テ
ラ
ス
、
ス
カ
イ
ガ
ー

デ
ン
が
取
り
巻
き
、
そ
の
内
側
に

は
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
用
の
ス

ロ
ー
プ
が
現
れ
る
。
そ
の
た
め
外

部
空
間
に
よ
り
多
く
面
し
、
中
高

層
部
で
も
緑
地
を
臨
む
こ
と
の
で

き
る
、
戸
建
感
の
強
い
住
戸
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

立
体
ラ
ド
バ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

　
ラ
ド
バ
ー
ン
方
式
は
、１
９
２
０

年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
生
み
出
さ
れ

た
、
住
宅
地
で
平
面
的

に
完
全
な
歩
車
分
離
を
行

う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
方
式
を
応
用
し
、
立
体

的
な
歩
車
分
離
を
実
現
し
て
い
る
。

　

メ
ゾ
ネ
ッ
ト
型
の
住
戸
の
一
部

は
２
戸
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、

一
方
の
階
に
歩
行
者
用
の
入
口
が

２
つ
、
も
う
一
方
の
階
に
車
・
超

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
用
の
入
口
が
２

つ
あ
る
。
入
口
が
そ
れ
ぞ
れ
２
層

に
わ
た
っ
て
あ
る
た
め
、
入
口
近

く
で
は
間
口
が
狭
め
だ
が
、
外
周

部
で
は
い
ず
れ
の
住
戸
も
１
層
と

な
り
、
よ
り
幅
広
い
眺
望
と
採
光

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

超
高
層
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
だ
け
で
、

住
宅
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
採
光
を

確
保
し
た
ま
ま
ラ
ド
バ
ー
ン
方
式

の
よ
う
に
歩
車
分
離
を
行
う
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
が
、
２
層

以
上
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
歩

車
分
離
が
可
能
と
な
る
。
我
々
は

こ
れ
を
「
立
体
ラ
ド
バ
ー
ン
シ
ス

テ
ム
」
と
呼
ん
だ
。
一
方
、
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
歩
車
分
離
の
度

合
い
が
よ
り
低
く
、
人
と
の
関
係

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
部
を
中
心
に

よ
り
歩
車
融
合
的
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
歩
車
分
離
と
歩
車
融
合
が
共

存
す
る
こ
と
に
な
る
。

注
3
：
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

（
1
8
8
7
〜
1
9
6
5
年
）

20
世
紀
を
代
表
す
る
建
築
家
の
一
人
。
近
代
建
築

を
確
立
し
、
晩
年
に
は
そ
れ
を
自
ら
乗
り
越
え
て

い
っ
た
。

注
4
：
前
川
國
男

（
1
9
0
5
〜
1
9
8
6
年
）

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
学
び
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

人
と
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
共
存
し
、

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続
す
る
立
体
都
市
。

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

歩道

ラウンジ

車路
(自動車用 )

車路
( 自動車用 ) 住戸

住戸

住戸

住戸
住戸

住戸
住戸

住戸

車路
(超小型
EV用 )

車路
( 超小型
EV用 )

シャトルエレベーター用フロア

カーエレベーター用フロア

パブリックフロア

超小型モビリティ用フロア

 グリーンフロア

5層単位による基準階（断面ダイアグラム）

超小型モビリティ用エレベーター
シャトルエレベーター
乗用エレベーター
カーエレベーター

５
層
単
位
の
基
準
階

　

近
代
建
築
の
巨
匠
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
（
注
３
）
の
弟
子
で
あ
る
前
川

國
男
（
注
４
）
は
、
師
が
手
が
け
た

ユ
ニ
テ
・
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン（
１
９
５
２

年
）
と
同
様
、
３
層
を
単
位
と
す

る
集
合
住
宅
を
、晴
海
高
層
ア
パ
ー

ト
（
１
９
５
８
年
）
で
実
現
し
た
。

前
者
が
中
廊
下
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
は
片
廊
下
で
あ
り
、
そ
の
廊

下
を
幅
広
に
し
て
住
民
同
士
の
交

流
を
促
進
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
の
内

部
構
成
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
、

５
層
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
１
つ
の

基
準
階
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

シ
ャ
ト
ル
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
フ
ロ

ア
、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
フ
ロ

ア
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ロ
ア
、
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
用
フ
ロ
ア
、グ
リ
ー

ン
フ
ロ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
複
数

の
タ
イ
プ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
基

本
的
な
動
線
の
分
離
を
５
層
単
位

で
実
現
す
る
。

中
高
層
部
に
お
い
て
も

感
じ
ら
れ
る
戸
建
感

　

建
物
の
コ
ア
部
分
に
は
、
一
般

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
シ
ャ
ト
ル
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
人
も
同
時
に
乗

降
可
能
）、
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
が
ま
と

め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る

階
に
着
床
す
る
。
最
外
周
部
は
立

住戸

住戸

住戸

住戸
吹き抜け

Elv Elv シャトル
Elv

シャトル
Elv

Elv Elv

シャトル
Elv

シャトル
Elv

超小型
EV専用
Elv

Car Elv

非常用
Elv

非常用
Elv

超小型
EV用
Elv

住戸

住戸

住戸

住戸

住戸

住戸

住戸

テラス
テラス

住戸

住戸
住戸

住戸

住戸

ラウンジ

PF -1階

PF -2階

PF+2階

PF +1階

シャトルエレベーター用フロア超小型モビリティ用フロア

グリーンフロア

パブリックフロア（PF）

カーエレベーター用フロア

010m20m50m

010m20m50m

□基準階床面積 3,864 ㎡
□延床面積 332,400 ㎡
□緑地面積 22,400 ㎡
□階数 地下4階、地上80階
□階高 3,800mm
□最高高さ 310m
□構造 鉄骨造、CFT 柱
□住戸数  メゾネットタイプ：720戸
 シングルタイプ：160戸
 合計：880戸
□住戸専有面積 120～330㎡
□昇降機 シャトルエレベーター：4基
 乗用エレベーター：4基
 カーエレベーター：2基
 超小型モビリティ用エレベーター：2基
 非常用エレベーター：2基

プロジェクトデータ

「子供が住みやすい」
「歳をとったらこんな街
に住みたい」と思える
ポイントもほしいです。

我々が住みたいと思
うポイントがどこか
にほしいですね。

住戸（フラットタイプ）
住戸（メゾネットタイプ）
緑地
テラス
ラウンジ
パーキング
車路（超小型モビリティ用）
車路（自動車用）

車をみんなでシェアで
きるようにするのもいい
と思いますね。

様々な乗り物や人が
共存できる街になる
と面白いのでは？
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合
理
的
空
間
性
を
超
え
て

添
川　

超
高
層
建
築
は
、
基
本
的

に
合
理
的
な
考
え
方
を
も
と
に
成

立
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
欧
米

的
な
合
理
性
と
は
別
の
前
提
か
ら

生
ま
れ
た
、
ア
ジ
ア
的
な
超
高
層

建
築
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
線
路
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
用
い
る
こ
と
、
屋
上
が
自
動
車

教
習
所
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
は
、

ア
ジ
ア
独
特
の
時
空
間
の
使
用
法

で
す
。
東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ

で
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
空

間
の
可
能
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
を
模
索
し
ま
し
た
。
複
数
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
同
時
に
存
在
さ
せ
る

こ
と
、
冗
長
性
の
あ
る
セ
ミ
ラ

テ
ィ
ス
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

す
る
こ
と
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
的
な

空
間
利
用
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
シ
ー
ム
レ
ス

藤
原　

今
後
の
人
口
縮
小
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
、
都
市
や
街
が
生

き
延
び
て
い
く
た
め
に
は
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
式
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

型
都
市
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
も
重
要
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
超
高
層
建
築
と
し
て
、
欧
米
的
な
合
理
性
を
超
え
た
都
市
的
建
築
空
間
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
紹
介
す
る
。

Discussion
and Keywords

Epilogue

◉座談会
   &キーワード

Presenters
松田 達
和田 吉史

Advisers
添川 光雄
藤原 匠

建築が都市やまちづくりに参加す
るためには、そこに居住する人が
地域のコミュニティやその活動に
参加することが重要である。その
ようなソフトの仕組みをハードの
建築とともに用意する。
図版提供：安田不動産株式会社

都市活動参加型居住keyword

建物をスパイラル状に覆う立体緑道空
間は、災害時には居住者だけではなく、
周辺の住民の一時避難場所としても機
能する。非常時に逃げ込める、垂直防
災緑地である。

垂直防災緑地keyword

18世紀のイタリアの建築家ピラネージは、ローマ
の古代遺跡などを着想源として、立体的に複雑
に絡む空間を版画として描いた。レム・コール
ハース（※）はそのような立体的に複雑な空間
を「ピラネージ空間」と呼んだ。立体緑道空間の
交差は、まさに現代の「ピラネージ空間」という
べき空間的複雑さと迷宮性を生む。

現代のピラネージ空間keyword

都心部のマンションにおいて、超小型モビリ
ティはシェアをすることで、使用率の向上、高
齢者の外出増加、経済的負担の軽減など、大き
なメリットが得られる。

超小型モビリティシェアポートkeyword

※レム・コールハース（1944年～）
オランダ出身の著名な建築家。
作品だけでなく、『錯乱の
ニューヨーク』などの著作でも
世界的に知られており、彼の
建築理論は、現代の建築家に
多大な影響を及ぼしている。

外用部側

入口側

住戸数が増え、さらに、入口
がメゾネット式で人と車の2
層分になれば、当然間口は狭
くなる。一方、集合住宅にお
いて幅広い視野と採光を得る
ことは重要である。それを立
体的に可能とする住戸の組み
合わせが、立体ラドバーンシ
ステムである。

立体ラドバーンシステムkeyword

ル・コルビュジエや前川國男による3層を
単位とした集合住宅を踏まえ、ここでは5
層を単位とした集合住宅の可能性が考えら
れている。複雑なモビリティ動線の整理や、
エレベーター効率の最大化が図られている。

5層バンド基準階keyword
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合
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を
超
え
て

添
川　

超
高
層
建
築
は
、
基
本
的

に
合
理
的
な
考
え
方
を
も
と
に
成

立
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
欧
米

的
な
合
理
性
と
は
別
の
前
提
か
ら

生
ま
れ
た
、
ア
ジ
ア
的
な
超
高
層

建
築
は
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

松
田
　
線
路
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
用
い
る
こ
と
、
屋
上
が
自
動
車

教
習
所
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
な
ど
は
、

ア
ジ
ア
独
特
の
時
空
間
の
使
用
法

で
す
。
東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ

で
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
空

間
の
可
能
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
を
模
索
し
ま
し
た
。
複
数
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
同
時
に
存
在
さ
せ
る

こ
と
、
冗
長
性
の
あ
る
セ
ミ
ラ

テ
ィ
ス
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

す
る
こ
と
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
的
な

空
間
利
用
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
シ
ー
ム
レ
ス

藤
原　

今
後
の
人
口
縮
小
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
、
都
市
や
街
が
生

き
延
び
て
い
く
た
め
に
は
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
式
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

型
都
市
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
も
重
要
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田
　
先
に
紹
介
し
た
ワ
テ
ラ
ス

で
は
、
学
生
は
地
域
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
家
賃
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
若
年
層
の
都
心

居
住
を
推
進
し
、
希
薄
化
が
進
む

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
刺
激
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
く
な
り
が
ち

な
都
心
部
で
は
、
参
加
型
都
市
居

住
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
の

仕
組
み
は
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ

テ
ィ
は
、
建
築
が
都
市
に
参
加
す

る
た
め
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

シ
ー
ム
レ
ス
化
も
目
指
し
ま
し
た
。

松
田
　
東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ

の
立
体
緑
道
空
間
は
、
周
囲
の
街

に
も
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

災
害
時
に
は
一
時
的
な
避
難
場
所

と
な
り
、
大
き
な
立
体
緑
地
空
間

が
、
逃
げ
込
め
る
場
所
と
し
て
機

能
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
東
京
シ
ー

ム
レ
ス
シ
テ
ィ
は
地
域
に
お
け
る

防
災
拠
点
に
も
な
る
の
で
す
。

東
京
シ
ー
ム
レ
ス
シ
テ
ィ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
超
高
層
建
築
と
し
て
、
欧
米
的
な
合
理
性
を
超
え
た
都
市
的
建
築
空
間
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
紹
介
す
る
。
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and Keywords
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◉座談会
   &キーワード

Presenters
松田 達
和田 吉史

Advisers
添川 光雄
藤原 匠

森ビルが理想として掲げる立体緑園都市（Virtical Garden City）に最新のモビリティシステム
を導入した新しい都市のイメージのひとつ。
図版提供：森ビル

建築と都市の融合を目指して 日本の大都市の魅力向上を目指して
　森ビルさんは、これまでずっと「都市」に
ついて考えてこられました。中心的思想で
ある立体緑園都市はもちろん、安全・安心
のまちづくり、都市の緑化、公共空間の確
保、スマート化などに加え、今回ガレージ
レジデンスという未来志向の考え方が明
らかになりました。
　それらすべてに我々は大きく啓発され
ました。今回我々は、その森ビルチームか
ら様々な貴重なアドバイスをいただきな
がら、「東京シームレスシティ」という、
日本の大都市の未来に様々な示唆と大き
な可能性をもたらすであろう、魅惑的なプ
ロジェクトに参画させていただきました。
　中心となるアイデアは「シームレス」で
す。添川さんと対談させていただいた時に
出てきた重要なキーワードで、ここにすべ
てが集約されているといっても過言では
ありません。人と車、建築と都市、自然と
人工、ソフトとハードといった、これまで
分離されてきた物事をつなげていこうと
いう考えが、このプロジェクトに通底して
います。
　物事の明示的な境界は、物事のシームレ
スな遷移的境界を見えなくしていたかも
しれません。そのような不可視の曖昧性を
積極的に捉えることによって、アジア的と
いえるかもしれない新しい超高層建築の
可能性を、明らかにしたいと考えていま
す。それはまた、建築と都市を融合するこ
とにもなるだろうと思っています。

プ ロ ジ ェ ク ト を 終 え て

message from-Presenters
松田チーム

松田 達氏（まつだ たつ）1975年生まれ
建築家。東京大学助教。東京大学大学院工学系
研究科建築学専攻修了。隈研吾建築都市設計事務
所を経て、パリ第12大学にてDEA課程修了後、
松田達建築設計事務所設立。2011年より現職。
作品に《JAIST ギャラリー》等。共著に『記号
の海に浮かぶ＜しま＞』（磯崎新建築論集2）等。

和田 吉史氏（わだ よしふみ）1977年生まれ
石川と東京の２カ所を拠点に活動している建築家。
日本大学大学院修士課程修了後、TOKOLO.
com、阿部仁史アトリエ等を経て、2009年より
ワダスタジオ一級建築士事務所を主宰。作品に
《小松空港ほっとプラザ北陸》、《聖愛幼稚園子育
て支援施設》等。

増田 忠史氏（ますだ ただふみ）1980年生まれ
建築家。早稲田大学大学院修士課程修了後、矢
萩喜從郎建築計画勤務を経て、2013年増田建
築計画事務所を設立。同年より中央工学校非常
勤講師。作品に《住宅 和合》（蜂谷伸治氏と共同）、
《GISELE表参道ショールーム》ほか。

梅岡 恒治氏（うめおか こうじ）1982年生まれ
建築家。東京大学大学院修士課程修了後、磯崎
新アトリエ勤務を経て、2013年より梅岡設計
事務所を設立。磯崎新アトリエでは、《中国河南
省鄭州市鄭東新区龍湖地区副 CBD都市計画》
を担当。

田邊 曜氏（たなべ ひかる）1979年生まれ
2004 年 Renzo Piano Building Workshop
にて研修。2005年早稲田大学理工学研究科建
築学専攻修士課程修了。2005 ～ 2012 年伊
東豊雄建築設計事務所勤務。《ベルビュー・レジ
デンシズ》等を担当。2013年 hkl studio 設立。
現在、千葉大学建築学科非常勤講師。

　今回、このプロジェクトにアド
バイザーとして参加させていただ
き、私たちが従来提唱してきた立
体緑園都市や都市のスマート化の
方向性について再認識する機会を
得て、非常に啓発を受けたと思っ
ています。東京シームレスシティ
のコンセプトは今後、日本の建築
や都市設計に一石を投じるのでは
ないでしょうか。
　また、今回、都市に住む人の視
点に立った様々なアイデアや仕掛
けのご提案を受け、超高層建築の
新たな可能性を改めて考えること
ができました。
　当社は都市のことをずっと考え
てきたという自負があります。
アークヒルズ時代から緑化に取り
組み、高層ビルでも人の憩える場
を提供してきましたし、災害時に
も「逃げ込める」安全・安心なま
ちづくりを目指してきました。当
社では、スマートシティという言
葉が普及する以前から、それを構
成するすべての要素に取り組んで
きたのです。
　私たちは、日本の大都市を魅力
ある都市にしたいと願っています。
そのために 10 年、20年先を見
すえて、今何をすべきかを考えて
います。

　今回の座談会には、そのための
アイデアやヒントがたくさん詰
まっていましたが、特に大きく共
感したのは、計画どおりに都市は
できないということです。無駄な
路地や緑地があり、ちょっと猥雑
で複合的な部分が楽しい。ピラ
ネージの夢想した複雑な建築空間、
アレグザンダーの唱えたセミラ
ティス構造の話も面白かったです
ね。まさに「都市はツリーではな
い」です。また、アジアでは時間
軸の変化によって空間の利用法が
変わるという発想も私たちが発想
しにくい考え方でした。
　そんななか、森ビルが中心的
に関わった「環状二号線Ⅲ街区プ
ロジェクト（虎ノ門ヒルズ）」が
2014年竣工予定です。地下に環
状二号線が通る地上52階建ての
超高層複合施設になります。これ
は、立体緑園都市のひとつの形で
す。今後東京のランドマークとし
て、さらに地域のコミュニティの
中核として機能していくでしょう。
　今回の対談で、今後も都市のグ
ランドデザインを思い描き、世界
の都市間競争に打ち勝つための戦
略を練っていきたいという思いを
強くしました。

message from-Advisers
森ビルチーム

藤原 匠氏（ふじわら たくみ）
森ビル株式会社 設計統括部 第2設計部 設計企
画グループ※。2006年に同社に入社し、第2
設計部設計企画グループに配属。昇降機設計監
理（環状二号線Ⅲ街区プロジェクト等）、昇降機
計画立案支援（21・25森ビル建替計画等）等
を担当した。

※所属、役職は座談会を実施した当時のもの

添川 光雄氏（そえかわ みつお）
森ビル株式会社 設計統括部 第2設計部 担当部
長※。六本木ヒルズ森タワーのエレベーター計画
ほか、同社プロジェクトに多数参加。二重自動
扉構造によって外気流入量を抑える出入りシス
テムである「パスムース」を開発。

【東京シームレスシティ制作メンバー】
立案・制作：松田 達、和田 吉史、田邊 曜（1st stage）、増田 忠史（Final 
stage）、梅岡 恒治（Final stage）／模型制作および指導（1st stage）：沼崎 
恵三子／CG制作協力：小林 浩／イラスト：寺田 晶子

建築が都市やまちづくりに参加す
るためには、そこに居住する人が
地域のコミュニティやその活動に
参加することが重要である。その
ようなソフトの仕組みをハードの
建築とともに用意する。
図版提供：安田不動産株式会社

都市活動参加型居住keyword

建物をスパイラル状に覆う立体緑道空
間は、災害時には居住者だけではなく、
周辺の住民の一時避難場所としても機
能する。非常時に逃げ込める、垂直防
災緑地である。

垂直防災緑地keyword

18世紀のイタリアの建築家ピラネージは、ローマ
の古代遺跡などを着想源として、立体的に複雑
に絡む空間を版画として描いた。レム・コール
ハース（※）はそのような立体的に複雑な空間
を「ピラネージ空間」と呼んだ。立体緑道空間の
交差は、まさに現代の「ピラネージ空間」という
べき空間的複雑さと迷宮性を生む。

現代のピラネージ空間keyword

都心部のマンションにおいて、超小型モビリ
ティはシェアをすることで、使用率の向上、高
齢者の外出増加、経済的負担の軽減など、大き
なメリットが得られる。

超小型モビリティシェアポートkeyword

※レム・コールハース（1944年～）
オランダ出身の著名な建築家。
作品だけでなく、『錯乱の
ニューヨーク』などの著作でも
世界的に知られており、彼の
建築理論は、現代の建築家に
多大な影響を及ぼしている。

外用部側

入口側

住戸数が増え、さらに、入口
がメゾネット式で人と車の2
層分になれば、当然間口は狭
くなる。一方、集合住宅にお
いて幅広い視野と採光を得る
ことは重要である。それを立
体的に可能とする住戸の組み
合わせが、立体ラドバーンシ
ステムである。

立体ラドバーンシステムkeyword

ル・コルビュジエや前川國男による3層を
単位とした集合住宅を踏まえ、ここでは5
層を単位とした集合住宅の可能性が考えら
れている。複雑なモビリティ動線の整理や、
エレベーター効率の最大化が図られている。

5層バンド基準階keyword
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方
を

聴
き
分
け
て
皆
の
前
で
披
露
し
た

り
、
映
画
『
バ
ン
ド
・
ワ
ゴ
ン
』

に
出
て
い
た
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ス
テ

ア
を
ま
ね
て
父
親
の
靴
を
履
い
て

タ
ッ
プ
ま
が
い
の
こ
と
を
し
て
み

た
り
。
小
学
校
で
は
学
芸
会
に
出

た
い
が
た
め
に
知
恵
を
絞
り
、
そ

の
秘
訣
は
国
語
の
読
み
だ
と
喝
破

し
て
、
ひ
た
す
ら
よ
ど
み
な
く
教

科
書
を
読
む
練
習
を
重
ね
て
、
学

芸
会
で
の
役
を
射
止
め
た
。中
学
・

高
校
で
は
演
劇
部
に
所
属
し
た
も

の
の
、
自
分
の
思
っ
た
方
向
と
は

違
っ
て
い
た
た
め
、
文
学
座
を
は

じ
め
と
す
る
劇
団
に
軒
並
み
電

話
し
て
入
団
を
申
し
込
む
。
だ
が
、

ど
こ
か
ら
も
、
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
と
断
ら
れ
、
老
舗
の
俳
優
養

成
所
と
し
て
名
高
い
劇
団
ひ
ま
わ

り
に
所
属
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
ん
な
浅
野
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
、
普
通
な
ら
ス
ト
ー
リ
ー
を

追
っ
て
映
画
を
楽
し
む
と
こ
ろ
を
、

役
者
の
細
か
い
演
技
の
ほ
う
に
強

く
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

浅
野
さ
ん
の
演
技
を
観
る
眼
は

鋭
い
。
例
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・

ニ
ー
ロ
。
彼
が
誰
か
と
喋
っ
て
い

る
場
面
で
、
相
手
と
は
違
う
ほ
う

に
視
線
を
向
け
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
も
し
、
映
画
の
演
出
上
の
必

然
な
ら
ば
、
視
線
の
先
に
何
が
あ

る
の
か
を
映
す
は
ず
だ
が
、
そ
れ

も
な
い
。
浅
野
さ
ん
は
そ
れ
が
デ
・

ニ
ー
ロ
本
人
の
演
出
だ
と
見
破
っ
た
。

人
は
動
い
て
い
る
ほ
う
に
つ
い
視

線
を
向
け
て
し
ま
う
。
観
客
の
眼

を
自
分
に
注
目
さ
せ
る
た
め
に
、

デ
・
ニ
ー
ロ
は
わ
ざ
と
そ
う
し
て

み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

黒
澤
明
監
督
の
映
画
『
野
良
犬
』

を
観
て
い
た
時
の
こ
と
。
拳
銃
を

す
ら
れ
た
刑
事
役
の
三
船
敏
郎
が
、

ス
リ
係
の
河
村
黎れ

い
き
ち吉
と
や
り
と
り

す
る
場
面
で
、
ハ
ッ
と
息
を
の
ん

だ
。
河
村
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
、

せ
り
ふ
を
噛
ん
だ
の
だ
。
普
通
な

ら
撮
り
直
す
だ
ろ
う
。
し
か
も
、

監
督
は
あ
の
黒
澤
明
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
は
監
督
が
い
か
に
河
村

を
信
頼
し
て
い
た
か
の
証
し
で
は

な
い
か
と
浅
野
さ
ん
は
考
え
た
。

後
日
、
黒
澤
監
督
の
娘
さ
ん
に
会

っ
た
時
、
そ
の
こ
と
を
話
題
に
す

る
と
、
父
は
カ
ッ
ト
を
か
け
た
く

な
い
と
思
っ
た
か
ら
そ
の
ま
ま
続

け
た
ん
で
す
と
い
わ
れ
て
、
納
得

が
い
っ
た
。

　

役
者
に
は
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る
と
浅
野
さ
ん
は
い
う
。
１
つ
は

自
分
の
な
か
に
役
を
取
り
込
む
タ

イ
プ
。
さ
す
が
は
あ
の
役
者
だ
、

と
思
わ
せ
る
人
だ
。
も
う
１
つ
は

役
の
な
か
に
自
分
が
入
り
込
む
タ

イ
プ
で
、
あ
く
ま
で
も
役
に
忠
実

な
人
。
ど
ち
ら
も
突
き
詰
め
る
の

は
難
し
い
が
、
最
後
に
浅
野
さ
ん

に
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
を
目
指
し
て

い
る
か
と
聞
い
て
み
た
。

　
「
ぼ
く
に
と
っ
て
最
高
の
賛
辞

は
、『
え
っ
、
あ
の
役
は
あ
の
人

が
演
じ
て
い
た
の
！
』
と
驚
い
て

も
ら
う
こ
と
。
し
ょ
せ
ん
は
自
分

か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
の
は
わ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
で
も
迫
り
た
い
の

は
そ
こ
な
ん
で
す
」。演
技
に
執
拗

に
こ
だ
わ
り
続
け
る
浅
野
さ
ん
。

い
ず
れ
そ
ん
な
演
技
を
私
た
ち
の

前
で
見
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
テ
キ
サ
ス
か
ら
一
旗
揚
げ
よ
う

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き
た

ジ
ョ
ー
（
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ォ
イ
ト
）だ
っ

た
が
、
そ
こ
は
思
い
描
い
て
い
た

の
と
は
ま
る
で
違
う
厳
し
い
世
界

だ
っ
た
。あ
る
時
、ジ
ョ
ー
は
ス
ラ

ム
街
に
住
む
ラ
ッ
ツ
ォ（
ダ
ス
テ
ィ

ン
・
ホ
フ
マ
ン
）と
知
り
合
う
。い
っ

た
ん
は
ラ
ッ
ツ
ォ
に
騙
さ
れ
て
さ

ん
ざ
ん
な
目
に
遭
わ
さ
れ
た
ジ
ョ

ー
だ
っ
た
が
、
や
が
て
２
人
は
一

緒
の
部
屋
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。

　
ど
う
に
か
ジ
ョ
ー
に
チ
ャ
ン
ス

が
訪
れ
た
時
、
胸
の
病
を
患
っ
て

い
る
ラ
ッ
ツ
ォ
の
容
態
が
悪
化
す

る
。冬
の
寒
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

出
て
フ
ロ
リ
ダ
行
き
を
望
む
ラ
ッ

ツ
ォ
を
見
か
ね
た
ジ
ョ
ー
は
、
思

わ
ず
殺
人
ま
で
犯
し
て
金
を
手
に

入
れ
る
。そ
し
て
２
人
は
フ
ロ
リ

ダ
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
の
だ

っ
た
が
…
…
。

浅
野 

和
之
さ
ん
（
俳
優
）

『真夜中のカーボーイ』
監督： ジョン・シュレシンジャー
出演：ジョン・ヴォイト
　　　ダスティン・ホフマン
1969年公開

今回取り上げた映画

『真夜中のカーボーイ』
ブルーレイ発売中
2,500円（税込）
20世紀フォックス ホーム
エンターテイメント ジャパン

【
連
載
❷
】

『
真
夜
中
の
カ
ー
ボ
ー
イ
』



　

は
し
ご
車
の
上
で
、
今
に
も
水
を

噴
出
し
そ
う
な
ホ
ー
ス
を
手
に
身
構

え
て
い
る
消
防
士
の
姿
が
、
い
か
に

も
魅
力
的
な
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
。 

　
「
こ
の
は
し
ご
車
は
タ
イ
ヤ
も
ブ

リ
キ
製
な
の
で
す
。
ゴ
ム
で
は
な
い

の
は
、
こ
の
お
も
ち
ゃ
が
戦
後
ま
も

な
く
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
ゴ
ム
が
手

に
入
り
に
く
か
っ
た
た
め
、
タ
イ
ヤ

も
ブ
リ
キ
で
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。
一
方
、
消
防
士
の
ほ
う

は
セ
ル
ロ
イ
ド
製
で
す
。
セ
ル
ロ
イ

ド
の
お
も
ち
ゃ
は
、
昭
和
初
期
が
ピ

ー
ク
で
、
次
第
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

ビ
ニ
ー
ル
素
材
へ
と
替
わ
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
の
頃
使
わ
れ
て
い
る

の
は
珍
し
い
の
で
す
」（
北
原
氏
） 　

　

今
の
お
も
ち
ゃ
な
ら
、
間
違
い
な

く
消
防
士
は
自
動
で
は
し
ご
を
登
っ

て
い
く
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。だ
が
、こ
の

お
も
ち
ゃ
に
は
そ
ん
な
機
能
は
な
い
。

は
し
ご
に
開
け
ら
れ
た
穴
の
好
き
な

場
所
に
消
防
士
を
差
し
込
む
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
子
ど
も
た
ち

は
、消
防
士
を
指
で
つ
ま
み
、自
分
で

そ
の
位
置
を
上
に
ず
ら
し
て
い
っ
た
。

お
そ
ら
く
そ
う
し
た
遊
び
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
真
っ
赤
に
燃
え
る

建
物
に
立
ち
向
か
っ
て
ゆ
く
勇
敢
な

消
防
士
の
姿
を
想
像
し
、
自
分
自
身

を
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
は

し
ご
の
上
ま
で
登
り
つ
め
た
子
ど
も

た
ち
は
、
も
う
す
っ
か
り
消
防
士
気

分
だ
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
言
葉
が
口

を
つ
い
て
出
る
。

　
「
準
備
よ
し
、
放
水
開
始
！
」 　

　

日
本
で
の
は
し
ご
付
き
消
防
自
動

車
の
歴
史
は
、
大
正
９
（
１
９
２
０
）

年
に
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
こ
の
時
の
は
し
ご
は
木

製
な
が
ら
、
25
ｍ
ま
で
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
た
。
高
い
建
物
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
こ
の
距

離
は
充
分
な
長
さ
だ
っ
た
ろ
う
。
や

が
て
、
建
物
の
高
層
化
が
進
む
に
つ

れ
て
、
は
し
ご
の
長
さ
も
ど
ん
ど
ん

と
伸
び
て
、
現
在
で
は
50
m
級
の
も

の
ま
で
あ
る
。

　

お
も
ち
ゃ
の
な
か
で
も
消
防
自
動

車
の
人
気
は
高
い
。
赤
く
染
め
ら
れ

た
車
体
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
火

事
場
へ
と
急
行
す
る
そ
の
勇
ま
し
い

姿
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
捉
え
て

離
さ
な
い
の
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら

な
い
。（
資
料
提
供
：
北
原
照
久
氏
）
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江戸時代までの消火は、燃えている周りの建物を壊して、火が広がることを防ぐほうが主だった。水をかけて火を消し
止めるようになるのは明治8年になって、フランスから腕用喞

そくとう

筒と呼ばれる手動の消防ポンプが輸入されてからである。




